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第 10 話 日清戦争 

朝鮮の独立を 脅
おびや

かす理
り

不
ふ

尽
じん

な清国に対する我が国の義憤
ぎふん

から日清
にっしん

戦争が起こる。  

陸に海に連戦連勝、ついに東洋の老大国を屈服
くっぷく

させて和を請
こ

わせる。  

下関条約の締結
ていけつ

。 

 

清国
しんこく

の条 約
じょうやく

無視
む し

 

  明治 18 年 4 月、日清両国の間に結んだ天 津
てんしん

条約で、我が国が朝鮮において清国と全く同一の権利を

得たことは、すでに述べてもおいた通りです。 しかし清国は、その後も条約の明文
めいぶん

を無視して、朝鮮を

まるで属
ぞっ

国
こく

かの如
ごと

くに取
と

り 扱
あつか

い、ひそかに事大党
じだいとう

を助けて威
い

を振
ふ

るっていた。  

ところが、我が国は、そのころ、内
うち

に在
あ

っては官制の改革、憲法の制定、議会開設の準備、法典の編纂
へんさん

などの事があり、外に対しては条 約
じょうやく

改正
かいせい

の大問題があった上に、やがて議会が開かれてからは、政府と

議会との間にたびたび衝 突
しょうとつ

が繰
く

り返
かえ

されたりしていたので、朝鮮に於
お

ける清国の行動に一々抗議
こうぎ

をしてい

る 遑
いとま

がなかった。  

袁世凱
えんせいがい

の暗躍
あんやく

 

  清国の朝鮮駐 在 官
ちゅうざいかん

 袁世凱
えんせいがい

は、これを知っていよいよ喜んだ。 彼はこの機会にこそ、ますます自国

の朝鮮に対する勢力を伸ばそうと考えた。 そこで、朝鮮政府を動かして、しきりに我が国の勢力を朝鮮

半島から駆逐
くちく

しようとした。 明治 22 年 9 月、咸
かん

鏡
きょう

道
どう

の監
かん

司
し

（長官） 趙
ちょう

秉
へい

式
しき

が防
ぼう

穀
こく

令
れい

を発して、

日本へ米
べい

穀
こく

の輸
ゆ

出
しゅつ

を禁
きん

じて、すでにこれを買い入れておいた我が商人に 夥
おびただ

しい損
そん

害
がい

を 蒙
こうむ

らせたのも、

又、27 年 3 月、刺客
しかく

を放
はな

って、我が国に亡命していた独
どく

立
りつ

党
とう

の首
しゅ

領
りょう

 金
きん

玉
ぎょく

均
きん

を巧
たく

みに騙
だま

して上 海
しゃんはい

に連

れ出させて、そこで彼を殺させたのも、袁世凱が裏
うら

から糸を 操
あやつ

っていたのだと言われる。 

  この金玉均の暗殺
あんさつ

事件が大いに我が国民を憤慨
ふんがい

させて、中には清国に対する復 讐
ふくしゅう

を叫
さけ

ぶ者すらあっ

た折に、たまたま起こったのが朝鮮における東学党
とうがくとう

の乱
らん

です。 

東学党
とうがくとう

の乱
らん

 

  東学
とうがく

とは、西 教
せいきょう

即ち西洋のキリスト教に相
あ

い対
たい

する呼
こ

称
しょう

で、朝鮮の儒者
じゅしゃ

の間に起こった教えです。 

この頭 領
とうりょう

は、全琫
ぜんほう

準
じゅん

という者でしたが、明治 27 年 3 月に、全
ぜん

羅
ら

道
どう

古
こ

阜
ふ

郡
ぐん

の人々がその郡
ぐん

守
しゅ

の暴 政
ぼうせい

に

苦しんで乱を起こすと、すなわち推
お

されてその指揮者
し き し ゃ

になったので、これを東学党
とうがくとう

の乱
らん

と言ったのです。

この徒党
ととう

の主張は、悪
あく

吏
り

を除
のぞ

いて弊
へい

政
せい

の改革
かいかく

を図
はか

るというに有ったが、一旦
いったん

彼等が起
た

つや否
いな

や、 忽
たちま

ち、

慶
けい

尚
しょう

道
どう

や 忠
ちゅう

清
せい

道
どう

の方面にも、同
どう

志
し

が之
これ

に応
おう

じて起つ者が多く、その勢いが 頗
すこぶ

る盛
さか

んでした。  

  朝鮮政府は大いに驚き、直
ただ

ちに兵を発して鎮定
ちんてい

に向わせたが、却
かえ

って賊
ぞく

軍
ぐん

に破られた。  

  この時、わが国では、政府と議会との軋轢
あつれき

がいよいよ 甚
はなは

だしく、第五議会が解散
かいさん

されて、その臨時
りんじ

総選挙
そうせんきょ

で当選
とうせん

して成立したばかりの第六議会も、またもや解散されたところでした。 
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  清国の朝鮮 駐
ちゅう

在
ざい

官
かん

 袁
えん

世
せい

凱
がい

は、これを見、それを考えて、日本は今、とても他国に兵を出すことなど

は出来まいから、清国の勢 力
せいりょく

を朝鮮に確立
かくりつ

するには今が最も好
よ

い機
き

会
かい

であると思ったのです。 そこで

朝鮮政府に勧
すす

めて、清国に援
えん

兵
ぺい

を乞
こ

わせる事にした。 

日清
にっしん

両 国
りょうこく

の出 兵
しゅっぺい

 

  清国はすぐにこれに応じて、明治 27 年 6 月 4 日、直 隷
ちょくれい

提督
ていとく

 葉志超
ようしちょう

に 1,600 の兵を授
さづ

け、威
い

海
かい

衛
えい

か

ら海路
かいろ

を牙山
がざん

に急行させて、その 7 日に、天
てん

津
しん

条
じょう

約
やく

に基
もと

づいてこの旨
むね

を我
わ

れに通
つう

知
ち

して来た。 ところ

が、それには属国
ぞっこく

を保護
ほ ご

する為の出 兵
しゅっぺい

であるということが書かれていたので、我が国ではすぐにそれに

対して、朝鮮への出兵は承知したが、我が国は未だ曾
かつ

て朝鮮を清国の属国とは認めたことが無いというこ

とを明らかに言い送ると共に、こちらもまた居 留
きょりゅう

民
みん

を保護
ほ ご

するために軍隊を朝鮮に派遣
はけん

する旨
むね

を清国政

府に通告
つうこく

した。 

  そして、折
おり

から帰
き

国
こく

していた朝鮮駐 在
ちゅうざい

公使
こうし

 大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

を軍
ぐん

艦
かん

八
や

重
え

山
やま

に乗
の

って急
いそ

ぎ京
けい

城
じょう

（今のソウル）

に帰
き

任
にん

させ、つづいて陸軍少将 大
おお

島
しま

義
よし

昌
まさ

に混
こん

成
せい

旅
りょ

団
だん

を率
ひき

いて仁
じん

川
せん

に向
むか

わせた。 

  こうして 6月 12 日には、我が陸兵
りくへい

1,500 が京城に入り、その後、ひきつづいて、混成旅団の後続隊
こうぞくたい

が

仁川および京城に配置
はいち

された。 

  ところが一方で東学党
とうがくとう

は、この時にはすでに日清両国の 出
しゅっ

兵
ぺい

に恐
おそ

れをなして四
し

散
さん

してしまったので、

その乱はおのづから鎮
しづ

まった。 

日清
にっしん

両 国
りょうこく

の交 渉
こうしょう

 

  そこで、我が国は清国に対して、この際、両国が共 同
きょうどう

して朝鮮の弊
へい

政
せい

を 改
あらた

め、ながく東
とう

洋
よう

の平
へい

和
わ

を

保
たも

つことにしようと交 渉
こうしょう

した。 すると、清国はこれに応じないのみならず、却
かえ

って我
わ

れに対して撤
てっ

兵
ぺい

を

要
よう

求
きゅう

して来た。 「朝鮮の弊
へい

政
せい

の改
かい

革
かく

は、朝鮮に 自
みづか

ら 行
おこな

わせればよい。 清国さえその内
ない

政
せい

には関
かん

与
よ

し

ないのに、況
ま

して日本は朝鮮の独立を認めているのであるから、猶
なお

更
さら

その内政に干
かん

渉
しょう

する権
けん

利
り

はなかろ

う。 それよりも、内乱
ないらん

がすでに鎮定
ちんてい

したのであるから、日本は早く朝鮮から撤兵するがよい」というの

がその趣意
しゅい

でした。 

  そこで、6 月 22 日に我が政府はこれに対して、「朝鮮は我が隣国
りんごく

で、種々の利害
りがい

関係
かんけい

が深く且
か

つ重大

であるから、内乱
ないらん

、暴動
ぼうどう

などの絶
た

えないのを空
むな

しく傍
ぼう

観
かん

しておくわけには行かない。 今日、これを救
すく

う

方法を講
こう

じないでおくのは、啻
ただ

に隣
りん

国
ごく

の友
ゆう

誼
ぎ

に悖
もと

るのみならず、また実に我が国の自衛
じえい

の道
みち

にもそむくわ

けである。 それゆえ、我が政府はよしんば貴国政府のお考えとはちがっても、将来に朝鮮の安寧
あんねい

が保
たも

た

れて政治が正しく行われる見込
み こ

みが立たない間は、断じて我が軍隊を撤退
てったい

することは出来ない」と清国政

府に通告
つうこく

する一方、独 力
どくりょく

をもって朝鮮の内政
ないせい

改革
かいかく

を断行
だんこう

させる決心をして、直
ただ

ちに大鳥公使に改革案を

朝鮮政府に提 出
ていしゅつ

させた。 

  朝鮮政府も、やがて、次第に我が誠意
せいい

に感じて、改革実行の意を明らかにするに至ったが、すると、

清国は頻
しき

りにこれを妨
ぼう

害
がい

して、大兵を朝鮮に送って我
わ

れを威圧
いあつ

しようとしたり、或いは朝鮮政府を威
い

嚇
かく

し
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て我が勧
かん

告
こく

を 退
しりぞ

けさせようとしたのみならず、駐
ちゅう

清
しん

露国公使に頼
たの

んで、我が国に、清国と共にその兵を

撤退
てったい

して、平和に事を解決するようにと勧
すす

めさせたりした。 

  折
おり

から、アメリカ、イギリスの両国からも、我れに対して、事を平和に解決するようにと勧告
かんこく

して来

た。  

日清
にっしん

国交
こっこう

の断絶
だんぜつ

 

  もとより、我が国は好
この

んで平和を破ろうとするものではないので、清国が若
も

し我れと共同して朝鮮の

改革をすると言うならば、我れはいつでもその提議
ていぎ

に応
おう

じるつもりであった。 又、その旨
むね

を清国にも答

えておいたが、清国は、我に撤兵
てっぺい

を求めながら、自分はますます大兵を送るなどして、少しも誠
せい

意
い

を示
しめ

さ

なかった。 仲
ちゅう

裁
さい

に入った英国の駐清公使も、ついにはその不
ふ

信
しん

を 憤
いきどお

って手を引いてしまうに至った。 

  そこで、7 月 14 日、我が政府は清国政府に向って、 「清国政府に平和の解
かい

決
けつ

を望
のぞ

む誠
せい

意
い

が無いため

に、こういう状態になったのであるから、将来どんな事が起ころうとも日本政府はその責
せき

に応
おう

じない」 と

いう事
こと

を通
つう

告
こく

し、いよいよ朝鮮政府に向って、改革の実行を厳 重
げんじゅう

に催促
さいそく

することにした。 

  ところが、朝鮮政府は依然
いぜん

として清国の威
い

嚇
かく

におびえて、その態
たい

度
ど

を明
あき

らかにしなかったので、7 月

23 日、大鳥公使は兵を率
ひき

いて、入って朝鮮王
おう

宮
きゅう

を衛
まも

り、国王（高宗
こうそう

）に謁
えっ

して、朝鮮政府の反復
はんぷく

が常
つね

で

ない事と日本政府の誠意
せいい

とを奏 上
そうじょう

した。 すると国王は深く日本の好意
こうい

を謝
しゃ

し、内政改革の実行を誓
ちか

わ

れた上に、そのころ久しく閑居
かんきょ

していた父の大院
だいいん

君
くん

を起
お

こして、事に当たらせた。 

  翌 24 日、大院君は先づ閣
かく

臣
しん

の更迭
こうてつ

を断行
だんこう

して、これまで悪政
あくせい

を 施
ほどこ

していた閔族
びんぞく

一派の者を処罰
しょばつ

し

て、25 日、朝鮮の独立と矛盾
むじゅん

する清国との諸条約を廃
はい

棄
き

することを宣
せん

言
げん

し、更
さら

に牙
が

山
ざん

に 駐
ちゅう

屯
とん

している清

国兵を 退
しりぞ

けることを我れに依頼
いらい

した。 

  こうして、外 交 上
がいこうじょう

の折 衝
せっしょう

をしている間に、我が陸
りく

海軍
かいぐん

はそれぞれ用意を 整
ととの

え、一旦
いったん

開戦
かいせん

ともなれ

ば直
すぐ

に相手を撃
げき

滅
めつ

しようと 準
じゅん

備
び

して待っていた。 

豊島
ほうとう

沖
おき

の海戦
かいせん

 

  たまたま 7 月 25 日の朝早く、我が第一遊 撃 隊
ゆうげきたい

の司令官海軍少将 坪井
つぼい

航
こう

三
ぞう

が、吉野
よしの

、秋津州
あきつしま

、浪速
なにわ

の

3 艦を率いて朝鮮近
きん

海
かい

を警
けい

戒
かい

しながら豊
ほう

島
とう

沖
おき

に差しかかると、図
はか

らずも清国の軍艦済
さい

遠
えん

、広
こう

乙
おつ

の 2 隻が

来るのに出会った。 日清両国の間には未
ま

だ宣戦
せんせん

の布告
ふこく

はなかったので、我が司令官は彼れに対して、平生
へいぜい

の 通
とおり

りに敬
けい

意
い

を 表
ひょう

した。 ところが済
さい

遠
えん

は何を思ってか、いきなり砲撃
ほうげき

を以
も

ってこれに答えたので、我

が艦隊はすぐに応戦
おうせん

して、ここに初
はじ

めて砲
ほう

火
か

が交
まじ

えられた。 

 高
こう

陞
しょう

号
ごう

の撃沈
げきちん

 

  こうして激戦
げきせん

一時間の後、済遠は大損害
だいそんがい

を受けて遠く威
い

海
かい

衛
えい

に遁
のが

れ、広乙は浅瀬
あさせ

に乗り上げて火を発

したが、その折から、清国の軍艦操
そう

江
こう

が陸兵
りくへい

をのせた運送
うんそう

船
せん

 高
こう

陞
しょう

号
ごう

を護送
ごそう

して来るのを我れは発見
はっけん

し

たので、更に進んでこれに迫
せま

ると、操江は 忽
たちま

ち白
しろ

旗
はた

を掲
かか

げて降
くだ

った。 高
こう

陞
しょう

号
ごう

は、もとイギリスの汽船
きせん

を清国政府が雇
やと

ったものでしたが、我れ(訳注：浪速の艦長は東郷
とうごう

平八郎
へいはちろう

大佐)がこれを捕獲
ほかく

しようとする
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と、船 長
せんちょう

のイギリス人はすべて我が命令に従おうとした。  

にも拘
かか

わらず、乗り組みの清将 卒
しょうそつ

らが肯
き

かなかったので、ついに我れは船長および船員らに難
なん

を避
さ

け

させた後に、これを撃沈
げきちん

した。 清の将卒 1,100 名は船と共に沈んだ。 これを豊島
ほうとう

沖
おき

の海戦
かいせん

という。 実

に日
にっ

清
しん

戦争の端
たん

緒
しょ

でした。 

成歓
せいかん

駅
えき

の 戦
たたかい

 

  一方、我が陸軍は、この日、朝鮮政府の依頼
いらい

によって、牙山
がざん

の清兵を駆逐
くちく

するために龍 山
りゅうざん

の本営
ほんえい

を

出発して、28 日に京城を離れること約 60 km の素
そ

砂場
さじょう

に達した。 ところが、清兵は、この時すでに素砂

場の南約 6 km のところに在る成歓
せいかん

駅
えき

の丘 陵 地
きゅうりょうち

に堅固
けんご

な陣地
じんち

を構
かま

えて我が軍の来るのを待っていた。 こ

れは牙山の地が防
ぼう

守
しゅ

に不
ふ

便
べん

なことを悟
さと

って、その東北方約 24 km の成歓駅に兵を進めたのです。 この地

は前に安
あん

城
じょう

川
がわ

を控
ひか

え、水
すい

田
でん

や 沼
しょう

澤
たく

などの相
あい

連
つら

なった、守
まも

るに易
やす

く、攻
せ

めるに難
かた

いところです。 

  我が軍は、すなわち兵を 2 隊に分けて、1 隊（右翼隊
うよくたい

）は陸軍中佐 武田
たけだ

秀 山
しゅうざん

がこれを率いて、安 城
あんじょう

渡
と

から成歓駅の前面に向かい、一隊（左翼隊
さよくたい

）は大島
おおしま

少将がこれを率いて敵の背後
はいご

を衝
つ

くことにした。 左

翼隊は夜半の 12 時に素砂場を出発して、右翼隊は 1時間遅れて 29 日の午前 2 時に出発した。 

  最初に敵と衝突したのは右翼隊のほうでした。 安城川付近の村落に近づいたころは、まだ夜は暗か

ったが、 忽
たちま

ち前方村落の民家から、我れに向って敵の猛
もう

然
ぜん

と射
しゃ

撃
げき

するのに出
で

会
あ

ったのです。 すなわち

我れはこれに応
おう

戦
せん

して、交
こう

戦
せん

およそ半時間の後には、いさましく突
とつ

喊
かん

を 試
こころ

みて敵
てき

兵
へい

を追
お

い払
はら

ったが、こ

の時、先 登
せんとう

を進んだ中隊長陸軍大尉 松崎
まつざき

直
なお

臣
おみ

は、惜
お

しいかな敵の 2弾を受けて戦死
せんし

しました。 又、か

の有名な喇
らっ

叭
ぱ

手
しゅ

 木
き

口
ぐち

小
こ

平
へい

が、突撃
とつげき

喇叭
らっぱ

を吹
ふ

きながら敵弾に中
あた

って斃
たお

れ、斃れても後もなお握
にぎ

り締
し

めた喇

叭を口に当てたままで、微
かす

かにその音
ね

を吹き続けたというのもこの時のことです。 

  さて、29 日の未明に、成歓駅の東北の高地に達した我が左翼隊は、夜が明
あ

け放
はな

れるや否や、敵の右翼

の第一堡塁
ほうるい

を目がけて攻撃を開始した。 そのころ、わが右翼隊もまた進んで成歓駅の全面に達したので、

敵の左翼の第五堡塁に迫
せま

って行った。 砲声
ほうせい

、銃 声
じゅうせい

がさかんに起こって、やがて敵の勢いがひるむと見

ると、 忽
たちま

ち我が兵は猛
もう

然
ぜん

と 銃
じゅう

剣
けん

を揃
そろ

えて突
とつ

喊
かん

した。 

宣
せん

戦
せん

の大
たい

詔
しょう

が下
くだ

る 

  こうして交戦 2 時間余の後、我が左右両翼隊は第 1、第 2、第 5、第 4 と順々に敵の堡塁
ほうるい

を 陥
おとしい

れて、

遂
つい

に最後の第 3 堡塁は両面からこれを猛
もう

撃
げき

した。 敵は支
ささ

えきれなくなって、 忽
たちま

ち逃げ去った。 時に

午前 7時半ころで、成歓
せいかん

の敵の陣地
じんち

はここに全く我が軍の有
ゆう

に帰
き

したのです。 大島
おおしま

少将はすぐに一隊の

兵を牙山に進めて将兵を追わせたが、 逃げ足の早い彼等はすでに遠く遁
のが

れてしまって、もはや一兵も残

ってはいなかった。 この役
えき

におけるわが軍の死傷
ししょう

は 80 余名でしたが、敵の死傷者は 500 を下らなかった

と言われる。 

  大島少将は翌 30 日、一旦牙山に 赴
おもむ

き、その翌 31 日、そこを発して、8月 5日、わが官民
かんみん

の歓呼
かんこ

のう

ちに京
けい

城
じょう

に凱旋
がいせん

した。 
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  すでにこうして両国の和親
わしん

が全く破れた以上は、もはや宣
せん

戦
せん

を 中
ちゅう

外
がい

に布
ふ

告
こく

し、彼
か

れの亡
ぼう

状
じょう

を懲
こ

らし

て以
も

って和平を謀
はか

る外に途
みち

が無かった。 すなわち 8月 1 日に、明治天皇は以下の大 詔
たいしょう

を下
くだ

された。  

 

天佑
てんゆう

を保全
ほ ぜ ん

して、万世
ばんせい

一系
いっけい

の皇祖
こうそ

を践
ふ

む大日本帝国皇帝は、忠 実
ちゅうじつ

勇武
ゆうぶ

なる 汝
なんじ

有
ゆう

衆
しゅう

に示す。 

朕は、茲
ここ

に清国に対して 戦
たたか

いを宣
せん

す。 朕の 百 僚
ひゃくりょう

有司
ゆうし

は宜
よろ

しく朕の意を体
たい

し、陸上に、海面

に、清国に対して交戦の事に従い、以って国家の目的を達
たっ

するに努力せよ。  

苟
いやしく

も国
こく

際
さい

法
ほう

に反さない範囲で各々権能
けんのう

に応
おう

じて、いっさいの手段を尽
つ

くして 必
かなら

ず遺
い

漏
ろう

のない

ことを期
き

せよ。 

惟
おも

うに朕が即位して以来茲
ここ

に 20 有余年、文明の化
か

を平和の地に求め、事を外国に構
かま

えるのが極
きわ

め

て不
ふ

利
り

な事を信
しん

じて、有司
ゆうし

には常に友邦
ゆうほう

の 誼
よしみ

を篤
あつ

くする努力をさせた。 幸いに列国との交際は

年を遂
お

って親密
しんみつ

を加えた。 しかしなぜであろう、 清国が朝鮮事件に於
お

いて我れに対して着々

隣交
りんこう

に戻
もと

って、信
しん

義
ぎ

を 失
うしな

う挙
きょ

に出るとは。 

朝鮮は、我が帝国がその始めに啓誘
けいゆう

して、列国の伍
ご

伴
はん

につかせた独立の一国である。 しかし清

国は毎
つね

に 自
みづか

ら朝鮮を以
も

って属
ぞく

邦
ほう

と 称
しょう

して、陰
いん

に陽
よう

にその内政に干渉して、その内乱があるに於

いて口
くち

を属邦
ぞくほう

の拯 難
しょうなん

に藉
し

き、兵を朝鮮に出した。  

朕は明治 15 年の条約に依り、兵を出して変
へん

に備
そな

えさせ、更に朝鮮が禍
こう

乱
らん

を永遠
えいえん

に 免
まぬか

れ、治安も

将来に保たせて、以って東洋全局の平和を維持せんと欲す。  

先づ清国に告げて、協
きょう

同
どう

して事
こと

に 従
したが

おうとした。 しかし清国は 翻
かえっ

て 種
しゅじゅ

々の辞
じ

柄
へい

を設
もう

けて之
これ

を拒
こば

んだ。 帝国はここに於
お

いて朝鮮に勧
すす

めた、その秕政
ひせい

を釐
り

革
かく

して、内
うち

は治安の基を堅くして、

外
そと

は独立国の権
けん

義
ぎ

を 全
まっと

うすることを。  

朝鮮は既に之を肯 諾
こうだく

したが、清国は終始陰
いん

に居
い

て百方その目的を妨
ぼう

害
がい

し、 剰
あまつさ

え辞
じ

を左
さ

右
ゆう

に托
たく

し

て、時機
じ き

を緩
かん

にして、以ってその水陸の兵備を整えた。 一旦その整備が成ると、 直
ただち

にその力を

以ってその欲望を達せんとして、更に大兵を韓
かん

土
ど

に派
は

し、我
わが

艦
かん

を韓
かん

海
かい

に要
よう

撃
げき

して、殆
ほとん

ど亡
ぼう

状
じょう

を

極
きわ

めた。  

即ち清国の計図
けいと

は、明らかに朝鮮国が治安の責
せき

任
にん

をとる事を無くさせて、我が帝国が率先
そっせん

して諸

独立国の列に伍
ご

させた朝鮮の地位は、之を表示する条約と共に、之を蒙
もう

晦
かい

に付
ふ

して、以って帝国

の権利
けんり

利益
りえき

を損 傷
そんしょう

し、東洋の平和を永
なが

く担
たん

保
ぽ

しない事にあると疑わざるを得ない。  

熟々
つらつら

その為
な

す 所
ところ

に就
つ

いて、深くその謀計
ぼうけい

の存するところを揣
はか

ると、清国は実に始めから平和を犠

牲にしてその非望
ひぼう

を遂
と

げんとしていると謂
い

わざるを得ない。 事
こと

既
すで

に茲
ここ

に至る。  

朕は平和と相
あい

終始
しゅうし

して、帝国の光栄を中 外
ちゅうがい

に宣
せん

揚
よう

す事に 専
もっぱ

らなりと 雖
いえど

も、又 公
おおやけ

に 戦
たたかい

を宣
せん

せざるを得
え

ない。 汝
なんじ

有
ゆう

衆
しゅう

の忠 実
ちゅうじつ

勇武
ゆうぶ

に倚頼
いらい

し、速
すみ

やかに平和を永遠に克復
こくふく

して、以って帝

国の光栄を 全
まっと

うする事を期
き

す。 
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  この 詔
しょう

勅
ちょく

を受けて国民はみな感
かん

奮
ぷん

勇
ゆう

躍
やく

、大いに国
こく

威
い

を 輝
かがや

かさんことを期
き

した。 殊
こと

には 従
じゅう

軍
ぐん

を欲
ほっ

して義
ぎ

勇
ゆう

兵
へい

を願い出た者も多かったが、 詔
みことのり

が下
くだ

り、臣民は各々その 常 業
じょうぎょう

を励
はげ

むようにと言われた。 

     国を思う道にふたつはなかりけり  いくさのには
わ

に立つも立たぬも 

という明治天皇の御製
ぎょせい

は、この時のご威
かん

懐
かい

であると拝 承
はいしょう

する。 

清国
しんこく

皇帝
こうてい

の宣戦
せんせん

詔 勅
しょうちょく

 

  この日、清国の皇帝もまた宣戦
せんせん

の 詔 勅
しょうちょく

を出した。 これは、我が詔勅が極めて温和
おんわ

な語調
ごちょう

で平和が

破れざるを得なかったわけを事理
じ り

明白
めいはく

に述べているのに反して、冒頭
ぼうとう

から先づ、「朝鮮は我が大
だい

清
しん

の藩
はん

屏
ぺい

た

ること 200 余年、歳
とし

に 職
しょく

貢
こう

を修
おさ

める事は中外が共に知る所たり」と飽
あ

くまでも朝鮮が清の属邦
ぞくほう

であるこ

とを主張している。 そしてその朝鮮に、日本が故
ゆえ

なくして兵を出し、兵を撤去
てっきょ

させようとしても肯
き

かな

いのみならず、朝鮮政府に迫
せま

って国政
こくせい

を改革
かいかく

させようとしている云
うん

々
ぬん

と、口
くち

を極
きわ

めて日本の行動を非難し

ていた。 即ち、わが国の態度の公明正大
こうめいせいだい

なのに対して、彼れはついに理
り

不
ふ

尽
じん

の主
しゅ

張
ちょう

を棄
す

てずに、どこ

までもその非望
ひぼう

を遂
と

げようとしたのです。 

  宣戦
せんせん

の布告
ふこく

の前後に、東京駐 在
ちゅうざい

の清国公使は帰国の途
と

に就
つ

き、北京駐在の我が代理公使 小村
こむら

寿
じゅ

太郎
たろう

および清国の各地に駐在していた我が領事も皆その任地
にんち

を引揚
ひきあ

げた。 こうして、日清両国はいよいよ正

式に砲火の 間
あいだ

に相まみゆる事となったのです。 

  これに対して列国
れっこく

は局 外
きょくがい

中 立
ちゅうりつ

を宣言
せんげん

した。 

  8 月 26 日、我が国は更に朝鮮との間に攻守
こうしゅ

同盟
どうめい

を結んだ。 「日本国へ清国に対する攻守の戦争を任

じて、朝鮮国は日本兵の進退
しんたい

およびその 食 料
しょくりょう

準備
じゅんび

のために、及
およ

ぶだけの便宜
べんぎ

を与
あた

える」ということを互
たが

いに誓約
せいやく

したのです。 

清兵
しんへい

の進 出
しんしゅつ

 

  さて、豊島
ほうとう

沖
おき

の海戦、成歓
せいかん

駅
えき

の陸戦以後は、京城以南にまた清兵の影も無くなったが、7 月下旬の頃

から、清国では北清の各地に駐 屯
ちゅうとん

していた陸兵を続々と朝鮮に入れて、北韓の要地である平 壌
へいじょう

（今のピ

ョンヤン）に拠
よ

らせた。 我が軍の北進を食い止めて、機会あらば南下して京城を経 略
けいりゃく

しようとしたので

す。 成歓、牙山の敗兵
はいへい

もこれに合
がっ

して、その総数は凡そ 15,000 と号せられた。 葉
よう

志
し

超
ちょう

、左
さ

寶
ほう

貴
き

、衛
えい

汝
じょ

貴
き

、馬
ば

玉
ぎょく

崑
こん

、豊
ほう

陞
しょう

阿
あ

の 5将がおのおのその部下
ぶ か

を指揮
し き

していた。 

我
われ

が軍
ぐん

の渡
と

韓
かん

 

  そこで、わが国では第五師団
しだん

および第三師団の一部をもって先づこれを攻撃させる事にした。 第五

師団の第九旅団
りょだん

は、すでに大島
おおしま

少将の率いる混成
こんせい

旅団
りょだん

の主要部
しゅようぶ

として成歓駅の戦いに功
こう

を立
た

てたが、今や

同師団の残 留
ざんりゅう

部隊
ぶたい

全部が、同師団長陸軍中将 野津
の づ

道
みち

貫
つら

に率いられて渡韓
とかん

することになったのです。 

輸送
ゆそう

は 8月 1 日から 4日にわたって、広島の宇品
うじな

港を出発、釜山
ぷさん

に上陸して京
けい

城
じょう

に向った。 野津中将は

19 日に京城に着いた。 
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  一方、第三師団からは、先づその第 18 連隊が平壌の攻撃に参加することになり、剛勇
ごうゆう

をもって聞こえ

た連隊長陸軍大佐 佐藤
さとう

正
ただし

に率
ひき

いられて、8月 23 日に豊橋
とよはし

を出発し、同月 29 日に海路を遠く元山
げんざん

に上 陸
じょうりく

した。 

平 城
へいじょう

攻撃
こうげき

の部署
ぶしょ

 

  さて、野津中将は京城に在
あ

って、おもむろに清兵の動静
どうせい

をさぐりながら、平 壌
へいじょう

攻撃
こうげき

の策
さく

を立
た

ててい

たが、いよいよ 9月 15 日をもって、四方からこれを総攻撃することにした。 即ち、大島少将の率いる混

成旅団は京城から義州
ぎしゅう

街道
かいどう

を進んで、平壌の正面に向かい、佐藤大佐の第 18 連隊は元山から西に進んで平

壌の北面にまわり、第十旅団長陸軍少将 立見
たつみ

尚
ひさ

文
ぶみ

の一隊は、京城から朔
さく

寧
ねい

を経て西北に進み、北東方から

平壌の側面
そくめん

を圧
あっ

することとし、野津中将は 自
みづか

ら主
しゅ

力
りょく

を率いて義州街道の黄州
きしゅう

から左へ大同
だいどう

江
こう

の下流
かりゅう

を

渡
わた

って、平壌の西側に迫
せま

ることにした。  

折
お

りしも 9 月とはいえ、尚
なお

残暑
ざんしょ

の厳
きび

しいところであった上に、元山、朔寧の両支隊は、 殆
ほとん

ど道のな

い山中を通ったりして非常な苦心をしたが、12 日に早くも平壌の東方郊外に達した大島旅団が、13 日から

攻撃を開始して敵を牽制
けんせい

している間に、他の三面のわが軍も、それぞれ予定
よてい

の進路
しんろ

を進んで、14 日には何
いづ

れも目
もく

的
てき

の地
ち

点
てん

に達
たっ

した。 この時、わが軍の総数
そうすう

は凡
およ

そ 16,000 でした。 

玄
げん

武
ぶ

門
もん

を破
やぶ

る 

  こうして翌 15 日、朝早くから、我が軍は予定どおり一斉に包囲
ほうい

攻撃
こうげき

を始めた。 平壌は、懸崖
けんがい

急 坂
きゅうはん

な大同
だいどう

江
こう

に臨んだ丘 陵 地
きゅうりょうち

で、守
まも

るに易
やす

く攻
せ

めるに難
かた

いところであった上に、清の諸将も存外
ぞんがい

よく戦っ

たので、わが軍は奮戦
ふんせん

力闘
りきとう

大いにつとめた。 とりわけも最も苦戦
くせん

したのは、前々日から攻撃をつづけて

いた大島
おおしま

旅団でしたが、ついにその一隊が大同江を渡って城の南面に迫った。  

 

 

 朝鮮   平 城
へいじょう

  左方に高く聳えてみえるのが乙
おつ

密
みつ

台
だい

 

その頃、朔
さく

寧
ねい

支隊は平壌第一の要
よう

害
がい

で

ある背
はい

後
ご

の高地 牡
ぼ

丹
たん

台
だい

を占
せん

領
りょう

し、元山支

隊は箕子
き し

台
だい

の敵を撃ち払って牡
ぼ

丹
たん

台
だい

と乙
おつ

密
みつ

台
だい

との中間の凹地
くぼち

にある玄
げん

武門
ぶもん

に肉薄
にくはく

した。 有名な一等卒 原田
はらだ

重 吉
じゅうきち

の玄武門

破りは実にこの時のことです。 

  即ち、彼の属していた小隊は、指揮者

の中尉 三村
みむら

幾太郎
いくたろう

以下 16 名でしたが、彼

等は大胆
だいたん

にも、敵が 扉
とびら

を堅
かた

く鎖
とざ

して守っ 

ていた玄武門のそばの障 害 物
しょうがいぶつ

を乗り越えて門内に踊
おど

りこんで、そして、驚いた敵が一
いっ

斉
せい

に猛
もう

射
しゃ

すると、

急いで難
なん

を門の楼 上
ろうじょう

に避
さ

けた。 その時、重吉は独
ひと

りひそかに敵弾の中をくぐって楼
ろう

を下り、手早く障

害物を取り除いて、中から門の扉を明
あ

けたのです。 
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玄武門は、これを入れば直
ただ

ちに乙
おつ

密
みつ

台
だい

の下に達します。 それで、味方の軍勢は扉が明け放たれるや

否や、一時にどっと門内になだれ入って、あわてふためく敵兵を追い払いながら乙密台へと迫
せま

って行った。 
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  そのころ、平壌の西側に進んだ野津中将の主力軍もまた頻
しき

りに猛撃
もうげき

を加えて、勇ましく進んで来た 200

騎ばかりの満 州 兵
まんしゅうへい

を、忽ち皆殲滅
せんめつ

した。 

平 壌
へいじょう

の陥落
かんらく

 

  こうして平壌城 内
じょうない

の敵の勢いは、わが軍の四面から迫った猛
もう

攻撃
こうげき

に次第
しだい

に弱って来ていたが、やが

て、諸将の中で最も声望の高い左
さ

寶
ほう

貴
き

が、乙密台で我が元山支隊の流 弾
りゅうだん

を胸に受けて戦死すると、 忽
たちま

ち

将
しょう

卒
そつ

は意
い

気
き

喪
そう

失
しつ

して、全く戦意を失った。 総大将の葉
よう

志
し

超
ちょう

は、すでに成歓
せいかん

でも敗れていたので、日本

軍には迚
とて

も敵
てき

になれない事を知っていたのであろう。 ついに白旗
しろはた

をかかげて降
こう

を乞
こ

い、 明 朝
みょうちょう

に開 城
かいじょう

するとの旨を我が軍に通じて来た。 しかし、実はこれは彼れの 偽
いつわ

りで、敵の多くは夜にまぎれて義州
ぎしゅう

方面
ほうめん

に逃げた。 

  わが軍は翌 16 日の早 朝
そうちょう

、四方から 入 城
にゅうじょう

して完全に平壌を占 領
せんりょう

した。 城 頭
じょうとう

高く日章旗
にっしょうき

は朝風

に 翻
ひるがえ

った。 

  この役における我が軍の戦死者は将卒合わせて 189 名、負傷者は 506 名でしたが、敵の戦死者は凡
およ

そ

2,000 、負傷者は凡そ 5,000 と 称
しょう

せられた。 捕虜
ほりょ

は 511 名にのぼり、捕獲品
ほかくひん

は大砲 40 、小銃 1,000

余、弾
だん

薬
やく

、 糧
りょう

米
まい

、金
きん

銀
ぎん

貨
か

その他
た

の雑
ざっ

品
ぴん

は積
つ

んで山をなした。 

広島
ひろしま

の大本営
だいほんえい

 

これより先
さ

き、天皇は大本営
だいほんえい

を広島に進め、9月13日に 宮 城
きゅうじょう

を

出発されて、15 日に 着
ちゃく

輦
れん

。 広島

城内の、これまで第五師団司令部の

会議室だったところをご座所
ざじょ

とし

て、自ら軍事を統帥
とうすい

される事になっ

た。 

その翌 16 日に、早くも平壌占
せん

領
りょう

の 捷
しょう

報
ほう

が達
たっ

したので、頗
すこぶ

るご

満足に思われ、下の勅語でその功
こう

を

賞
しょう

された。 

   

 

  広島      広
ひろ

島
しま

大
だい

本
ほん

営
えい

の御
ご

前
ぜん

会
かい

議
ぎ

 

中央は明治天皇、右は奥から伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ふみ

、大
おお

山
やま

巌
いわお

、川
かわ

上
かみ

操
そう

六
ろく

 

左は奥から 有
あり

栖
す

川
がわの

宮
みや

熾
たる

仁
ひと

親王、山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

、西
さい

郷
ごう

従
つぐ

道
みち

、樺
かば

山
やま

資
すけ

紀
のり

。 

朕
ちん

、大本営を進める初
はじ

めに当り、我が軍大いに平壌に勝つの報に接し、深く将校士卒の勤労
きんろう

を察
さっ

し、速
すみ

やかに特
とく

異
い

の功
こう

績
せき

を奏
そう

したのを嘉
よ

みとする。  

全国民の感激
かんげき

は言うまでもなかった。上下一同歓呼
かんこ

して我が軍の成功を 祝
しゅく

していると、ついでまた、

わが海軍が敵の主力艦隊北洋
ほくよう

水師
すいし

と満州の大孤
だいこ

山沖
ざんおき

に戦って大いに勝ったという一大快報
かいほう

が来た。 黄海
こうかい

の 戦
たたかい

というのがこれで、今その戦 況
せんきょう

を略 叙
りゃくじょ

すると、以下です。 
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黄海
こうかい

の海戦
かいせん

 

  9 月 16 日、即ち平 壌
へいじょう

陥落
かんらく

の日の午後 5 時ころ、わが連合艦隊司

令長官海軍中将 伊東
いとう

祐
ゆう

享
こう

は、本隊の松島
まつしま

、千代田
ち よ だ

、厳
いつく

島
しま

、橋立
はしだて

、芙蓉
ふよう

、

比叡
ひえい

の 6 隻、第一遊撃隊
ゆうげきたい

の吉野
よしの

、高千穂
た か ち ほ

、浪速
なにわ

、秋津州
あきつしま

の 4 隻、およ

び砲艦
ほうかん

 赤城
あかぎ

、巡 洋 艦
じゅんようかん

代用
だいよう

の西 京
さいきょう

丸
まる

の 2 隻を率いて、朝鮮黄海道
こうかいどう

の

西端である 小
しょう

乳
にゅう

トウ岬
こう

付近の錨地
びょうち

を発
はっ

し、翌 17 日の早 暁
そうぎょう

、黄海
こうかい

北

部の海洋
かいよう

島
とう

の西をまわると、航路を北東に転じて、大狐
だいこ

山
ざん

沖の大
だい

鹿
ろく

島
とう

に向って行った。 敵の主力艦隊を捜索
そうさく

する為です。 西京丸には軍

令部長海軍中将 樺
かば

山
やま

資
すけ

紀
のり

が海戦
かいせん

視察
しさつ

のためにと乗
の

っていた。 

  午前 11 時半、先頭の吉野
よしの

が遥
はる

かに東方の沖合
おきあい

に敵の艦隊
かんたい

を認
みと

め

て、これを本隊の旗艦
きかん

 松島
まつしま

に報
ほう

じたので、すなわち我が艦隊は、十分 

 

    伊
い

東
とう

祐
ゆう

享
こう

 

に用意して進んで行くと、敵は清国北洋
ほくよう

水師
すいし

 丁
てい

汝
じょ

昌
しょう

の率いる北洋水師の定
てい

遠
えん

、鎮
ちん

遠
えん

以下 12 隻の軍艦
ぐんかん

と

数隻の水 雷
すいらい

艇
てい

とでした。  わが艦隊は単
たん

縦
じゅう

陣
じん

を作って進み、敵の艦隊はやや人
じん

字形
じけい

をなした単
たん

横陣
おうじん

を

作って進んで来た。 その中央の字首
じしゅ

には旗艦の定
てい

遠
えん

および鎮
ちん

遠
えん

がいた。 

  こうして彼
か

れと我
わ

れとが互いに進んで、零時 50 分、約 6,000 ｍ の距離になると、敵の旗艦
きかん

定遠が先
ま

づ

我が先頭の吉野に向かって発砲
はっぽう

した。 つづいて他の敵艦も一斉に発砲した。 しかし、我れは敢
あ

えてこ

れに応
おう

ぜず、ますます敵に近づいて、約 3,000 ｍ という有力な着 弾
ちゃくだん

距離
きょり

に達してから、はじめて一斉
いっせい

に

砲門
ほうもん

を開いた。 時に零時 55 分でした。  

  戦いは次第にはげしくなって行った。 敵の右翼の揚
よう

威
i

、超勇
ちょうゆう

の 2艦は 忽
たちま

ち我が遊撃隊
ゆうげきたい

の猛
もう

射
しゃ

に遭
あ

って火災を起こした。 わが艦隊はいよいよますます奮戦
ふんせん

した。 敵の艦隊も実によく戦った。 こうし

て、彼
か

れと我
わ

れの主力を集めた 20 有余の堅
けん

艦
かん

は、互いに一進一退、奮闘
ふんとう

猛撃
もうげき

をつづけていたが、ついに

敵の旗艦の定遠が、我が砲弾のために檣 頭
しょうとう

（帆柱
ほばしら

の頭）を折られて、信号旗
しんごうき

を掲
かか

げることが出来なくな

った頃から、彼れの陣形
じんけい

は大いに乱れた。 午後 3 時半にはすでに全く大勢
たいせい

が決
けっ

した。  

即ち、敵の 超 勇
ちょうゆう

、致
ち

遠
えん

、経
けい

遠
えん

、揚
よう

威
い

、広
こう

甲
こう

の 5 艦は撃沈され、定 遠
ていえん

、来
らい

遠
えん

、平
へい

遠
えん

の 3 艦は火

災を起し、鎮
ちん

遠
えん

以下の諸艦もまた大損害を 被
こうむ

って全く戦闘力を失ったのです。 その死傷者は 1000 余名

に及んだとも言われる。 これに反
はん

して、我が艦隊は、旗艦松島
まつしま

の損害が最も 甚
はなは

だしく、比
ひ

叡
えい

、赤
あか

城
ぎ

が

これに次
つ

ぎ、西
さい

京
きょう

丸
まる

もしばしば危険な地位に 陥
おちい

ったが、しかも皆幸いに危難
きなん

を脱
だっ

して、一隻も失わず、

死傷者も僅
わづ

かに 290 名に止
とど

まったのです。 

  その日の暮
く

れ方
がた

、敵は辛く
からく

も敗残
はいざん

の諸艦を収
おさ

めて旅
りょ

順
じゅん

港
こう

に逃げ帰ったが、すでに 著
いちじる

しく勢
せい

力
りょく

を減
げん

じてしまっていたので、これより黄海の制海権
せいかいけん

は完全に我が手
て

に帰
き

した。 

  天皇は、この捷 報
しょうほう

を聞かれて、9 月 23 日に、下の勅語を出して連合艦隊の功を賞された。 

朕は我
わが

連合艦隊が黄海に奮戦して、大 捷
たいしょう

を得たと聞き、その威力
いりょく

は已
すで

に敵海を制
せい

圧
あつ

すると 



第 10 話 日清戦争 

 

11 

覚
おぼ

える。 深く将校下士卒の勤労を察して、茲
ここ

に特
とく

殊
しゅ

の勲
くん

功
こう

を奏
そう

したのを嘉
よ

みとする。 

広島
ひろしま

における臨時
りんじ

議会
ぎかい

 

  なお国内では、さきに第六議会が 6月 2日に解散されて、9月 1日に総攻撃が行われたが、この時には

すでに日清戦争が起こっていたので、これまで事毎
ことごと

に政府と軋轢
あつれき

していた民党
みんとう

も、今は兄弟が牆
かき

に鬩
せめ

ぐべ

き時ではないと、全くその態度を一変して、10 月 15 日に広島に 召 集
しょうしゅう

された臨時議会においては、政府

が提出した臨時
りんじ

軍事費
ぐ ん じ ひ

一億五千万円の予算案を満
まん

場
じょう

一
いっ

致
ち

でたちどころに可決した。 ふだんはふだん、非

常時には非常時の心得
こころえ

をもって日本国民の気持ちを 最
もっと

も反
はん

映
えい

したものとして、今日でも痛快
つうかい

に感
かん

じられ

る。 

第一軍
だいいちぐん

の前進
ぜんしん

 

  さて、征
せい

清
しん

方 略
ほうりゃく

に就
つ

いては、之より先き、9 月 1日に第五、 第

三 の両師団
しだん

をもって第一軍を組織することにして、陸軍大将 山県
やまがた

有
あり

朋
とも

をその司令官に任じた。 それで、9月 25 日、彼は平壌に着いて、

全軍の部署を定め、立見
たつみ

少将の率いる第十旅団
りょだん

を先発隊
せんぱつたい

として続々

と義州
ぎしゅう

に向わせた。  

ところが、さきに平壌に敗
やぶ

れた清国兵はこの時すでに義州を棄
す

て

て、鴨
おう

緑
りょく

江
こう

を渡
わた

り、新
あら

たに補
ほ

充
じゅう

された兵士と共に、虎山
こざん

、安東県
あんとうけん

、

大東
だいとう

溝
こう

、九 連
きゅうれん

城
じょう

、大孤山
だいこざん

、鳳凰
ほうおう

城
じょう

などの各地に拠
よ

っていたので、

10 月 22 日、山県
やまがた

司令官は野津
の づ

第五師団長、 桂
かつら

（太郎
たろう

）第三師団長

らと共に義州に着くと、命
めい

を佐藤
さとう

大佐に下して、24 日、先づ義州の上 

  

     山県
やまがた

有
あり

朋
とも

 

流約 12 km の水口
すいこう

鎮
ちん

から鴨緑江を徒歩
と ほ

して虎山の敵の後方に出させ、25 日の早朝、架橋
かきょう

工事
こうじ

の出来
で き

上が

るのを待って、桂中将の率いる第三師団の主力を義州から渡ってその前面に向わせた。 

  虎山の敵は前後から我が軍の攻撃を受けると、それでも約 1 時間半ばかりは応戦
おうせん

したが、やがて陣形

を乱して、九連城および鳳凰城方面に逃げ去った。 我が軍は午前 10 時半頃、虎山を占領した。 

  そこで、山県司令官は野津中将と共にその日の午後 1 時過ぎに江を渡って、第一軍司令部を虎山付近

の高地に置き、翌早 暁
そうぎょう

を期して九連城を攻撃
こうげき

する手筈
てはず

を定
さだ

めた。 

敵軍
てきぐん

の敗走
はいそう

 

  ところが、その後の第一軍は、さながら疾
しっ

風
ぷう

の枯
かれ

葉
は

を巻
ま

くにも似
に

ていた。 第一に先
ま

づ、翌 26 日の未明
みめい

に、我が軍は予定の通り、三方から進撃
しんげき

して九連城に迫
せま

って行
い

ったが、この時、城中にはすでに一兵もい

なかったので、九連城は戦わずして我が軍の手に落ちた。 同じくこの日、我が軍の一部隊は安東県に向

ったのだが、そこにももう敵はいなかった。 しかも敵の砂糖
さとう

、毛
け

皮製
がわせい

の防寒
ぼうかん

具
ぐ

、新式
しんしき

の連発
れんぱつ

銃
じゅう

などを

沢山
たくさん

に遺棄
い き

して、我が軍の鹵獲
ろかく

に任
まか

したのです。 翌 27 日には大東溝を、29 日には鳳凰城を、11 月 5 日に



第 10 話 日清戦争 

 

12 

は大孤山を占 領
せんりょう

した。  

これより先き、敵の総大将には敗将の葉
よう

志
し

超
ちょう

に代
か

わって、智
ち

勇
ゆう

兼
けん

備
び

と 称
しょう

された老
ろう

将
しょう

の宋
そう

慶
けい

が任ぜ

られて、10 月 11 日には九連城に着いていたが、成歓、平壌、虎山とつづいて惨敗
ざんぱい

した清兵は、到底
とうてい

、日

本軍には敵
てき

することの出来ないのを知って、すなわち我が軍が進むや否
いな

や、三
さん

十
じゅう

六
ろっ

計
けい

逃
に

げるに如
し

かずと、

全軍が先きを争って逃げ出すので、さすがの宋慶もこれを如何
いかん

ともすることが出来なかったのだといわ 

れる。 

第二軍
だいにぐん

の花園
かえん

口
こう

上 陸
じょうりく

 

  さて、第一軍がこうして着々と敵地を占領していた時に、第一師団

と第六師団の一部である混成第十二旅団とでもって組織された我が第

二軍は、その司令官陸軍大将 大山
おおやま

巌
いわお

に率
ひき

いられて、10 月 24 日、先頭

部隊が遼東半島の花園
かえん

口
こう

に上 陸
じょうりく

してから、敵兵の逃げるのを追
お

って次

第に南下し、11 月 6 日、第一師団長陸軍中将 山
やま

地
ぢ

元
もと

治
はる

は、僅かに約 30

分間の砲撃で金 州
きんしゅう

城
じょう

を 陥
おとしい

れ、その翌 7 日、第一旅団長陸軍少将 

乃木
の ぎ

希
まれ

典
すけ

は戦わずして大連
だいれん

を占 領
せんりょう

した。 

旅
りょ

順
じゅん

口
こう

の攻撃
こうげき

 

  

    大山
おおやま

巌
いわお

 

  こうして 11 月 13 日、陸軍少将 長谷川
は せ が わ

好道
よしみち

の率いる混成第十二旅団が金 州
きんしゅう

に到着すると、山
やま

地
じ

第一

師団長は陸軍少将 西寛
にしかん

二郎
じろう

の率いる第二旅団を前衛
ぜんえい

として、自ら
みづから

本隊
ほんたい

を率
ひき

いてこれに次ぎ、長谷川少将

の混成旅団を後 衛
こうえい

として、17 日から順次
じゅんじ

金州城を発して、旅
りょ

順
じゅん

に向った。 旅
りょ

順
じゅん

は渤
ぼっ

海
かい

の関門
かんもん

で、天然
てんねん

の要害
ようがい

に加えて、更
さら

に人
じん

工
こう

の限
かぎ

りをつくした要
よう

塞
さい

です。 打ちめぐらすに、椅子山
い す ざ ん

、案子山
あんしざん

、松 樹 山
しょうじゅざん

、二
に

龍 山
りゅうざん

、東鶏冠山
ひがしけいかんざん

、黄金山
おうごんざん

、老虎山
ろうこざん

など、10 余の砲台
ほうだい

をもっていた。  

フランスの提督
ていとく

クールベエがこれを見て、嘆 賞
たんしょう

して、「50 余隻の堅艦と 100,000 の銃兵とでもって

海陸からこれを攻め、半年をかけなければ到
とう

底
てい

陥
おとしい

れることは出来まい」と言ったといわれるほどで、所謂
いわゆる

 

難攻不落
なんこうふらく

の金 城
きんじょう

鉄壁
てっぺき

と敵の誇
ほこ

っていたところです。 敵将 龔
きょう

照
しょう

璵
よ

が 14,000 の兵をもってこれを守っ

ていた。 

旅
りょ

順
じゅん

口
こう

の陥落
かんらく

 

  途々
みちみち

、迎
むか

え撃
う

つ敵を撃
げき

退
たい

しながら、次第
しだい

に旅順に向って進行した我が軍は、11月20日、その背面
はいめん

の防御
ぼうぎょ

線
せん

に近い要地
ようち

を占領して、翌 21 日の早 暁
そうぎょう

から、連合艦隊と協 同
きょうどう

して海陸一斉に総攻撃
そうこうげき

を開始した。 

砲声殷々
ほうせいいんいん

、敵もしばらく応戦
おうせん

したが、まもなく椅子山
い す ざ ん

、案子山
あんしざん

、松 樹 山
しょうじゅざん

、二
に

龍 山
りゅうざん

、東鶏冠山
ひがしけいかんざん

の諸砲

台が次々に陥落
かんらく

すると、その余の諸砲台も守備兵
しゅびへい

は、忽ち風
ふう

を望
のぞ

んで敗走
はいそう

した。  

午後 2時頃には我が軍は早くも旅順の市街
しがい

を占領し、午後 4 時半ごろには、港口
こうこう

に近い黄
おう

金
ごん

山
ざん

砲台を

も占領した。 実に彼れに取っての難
なん

攻
こう

不
ふ

落
らく

も、わが 忠
ちゅう

勇
ゆう

無
む

双
そう

の将卒にとっては、あまりにも脆
もろ

い要
よう

害
がい

だ
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ったのです。 僅
わづ

かに 1 日にも足らぬ戦闘
せんとう

で旅順は完全に我が軍の手に帰
き

した。 

  なお、この役
えき

における我が軍の死傷者は 200 に満たなかったが、敵の死者は 2,500 人を下らなかった

といわれる。 総大将の 龔
きょう

照
しょう

璵
よ

は逸早
いちはや

く海路を取って芝芣
チーフー

に遁走
とんそう

したということです。 

第一軍
だいいちぐん

の行動
こうどう

 

  さて、一方、第一軍は鳳凰城、大孤山を占領した後、更に軍を西に進めて、11 月 18 日には 岫
しゅう

巌
がん

を占

領した。 たまたま司令官山県
やまがた

大将は、 病
やまい

にかかって帰朝
きちょう

を命
めい

ぜられた為に、野津
の づ

中将が代わって司令

官に補
ほ

され、第五師団長には陸軍中将 奥
おく

保
やす

強
かた

が補
ほ

せられた。 こうして軍はますます進んで、12 月 12 日

には柝
たく

木 城
ぼくじょう

を占 領
せんりょう

して、翌 13 日には更に海
かい

城
じょう

を占領した。  

ところが、この海城は四
し

通
つう

八
はっ

達
たつ

の要地で、交通上、作戦上、非常に重要なところでしたから、けなげ

にも敵はこれを回復
かいふく

しようと、例の宋
そう

慶
けい

が馬
ば

玉
ぎょく

崑
こん

らと共に 13,000 の大軍を率いて、海城の西南に当る紅
こう

瓦
ごう

寨
さい

に現れた。 わが軍は直ちにこれを偵知
ていち

して、同月 19 日、進んでその攻撃に着 手
ちゃくしゅ

したが、たまたま

この日は大雪が降った上に、我れは地の利をも得なかったので、 頗
すこぶ

る進
しん

退
たい

の自
じ

由
ゆう

に便
べん

が無かったにもか

かわらず、大いに奮
ふん

戦
せん

猛
もう

闘
とう

、ついにこの優
ゆう

勢
せい

の敵を破って紅
こう

瓦
ごう

寨
さい

をも占領した。 

第一
だいいち

 第二
だいに

 両 軍
りょうぐん

の連絡
れんらく

 

  一方、第二軍は旅順を占領した後、第一軍との連
れん

絡
らく

を謀
はか

ろうと 企
くわだ

て、乃木
の ぎ

少将は直
ただ

ちに北上して普
ふ

蘭店
らんてん

、復 州
ふくしゅう

を占領していたが、明治 28 年一月、蓋
がい

平
へい

の敵がまたもや海城を回復しようと計画
けいかく

しているの

を知って、すなわち先
さき

んじてこれを攻撃しようと、その 10 日に急に兵を進めて蓋平に迫
せま

った。 午前 5時

半から攻撃をはじめ、めづらしくも敵の頑固
がんこ

な応戦
おうせん

を受けたが、ついに大いにこれを破って遠く敵を走ら

せ、午前 9時 40 分に蓋
がい

平
へい

城
じょう

を占領した。 

  第一、第二の両軍はここにはじめて連絡
れんらく

がついた。 

敵
てき

の海軍
かいぐん

の威
い

海
かい

衛
えい

蟄
ちつ

伏
ふく

 

  敵はしかし、この後も容易
ようい

に海城を断念
だんねん

せずに、幾度
いくど

か大兵
たいへい

をもってその回復を企てたが、我が軍は

いつもこれを撃退
げきたい

して多
た

大
だい

の損
そん

害
がい

を彼
か

れに与えた。 

  こうして、第一、第二の両軍の連絡がついて、遼東半島は殆ど全く我が有
ゆう

に帰
き

したので、いよいよ兵

を直 隷
ちょくれい

の平野に入れて北京
ぺきん

を衝
つ

こうという段取
だんど

りになった。 しかし一方、敵の北洋
ほくよう

水師
すいし

は、黄海
こうかい

の 戦
たたかい

に敗れて以来、深く根
こん

拠
きょ

地
ち

の威
い

海
かい

衛
えい

に蟄
ちつ

伏
ふく

して 徐
おもむろ

に力を 養
やしな

い、旅
りょ

順
じゅん

が落ちて以後は、一層その防備
ぼうび

を

厳
げん

にして、飽
あ

くまでここを死
し

守
しゅ

する態
たい

度
ど

を執
と

っていた。  

敗残
はいざん

の艦隊
かんたい

とはいえ、敵の提督は名将の聞こえの高い丁
てい

汝
じょ

昌
しょう

であるし、これをそのままにしておい

ては、とても安
やす

んじて我が兵を初めからの上 陸
じょうりく

予定地
よ て い ち

である渤
ぼっ

海
かい

湾頭
わんとう

の山
さん

海関
かいかん

に輸送
ゆそう

することが出来な

い。 依
よ

って大本営
だいほんえい

は命
めい

を大山
おおやま

第二軍司令官に下し、威海衛を背後
はいご

から攻撃させて、連合艦隊と協力して

敵の北洋水師を殲滅
せんめつ

させることにした。 
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山東
さんとう

作戦軍
さくせんぐん

の編成
へんせい

 

  そこで、山東
さんとう

作戦軍
さくせんぐん

は新たに第二師団（師団長は陸軍中将 佐久間
さ く ま

左
さ

馬
ま

太
た

）と第六師団（師団長は陸

軍中将 黒
くろ

木
き

為
ため

楨
もと

）の残部
ざんぶ

とで組織
そしき

され、1月 20日から山東
さんとう

半島
はんとう

の東端に近い榮
えい

城
じょう

湾
わん

に 順
じゅん

次
じ

上
じょう

陸
りく

して、

25 日に全軍の上陸を終わった。 この日、大山司令官は榮 城 県
えいじょうけん

に入
はい

り、30 日を期
き

して威
い

海
かい

衛
えい

を攻
こう

撃
げき

する

こととして、すなわち部署
ぶしょ

を定
さだ

めて 26 日に全軍を出発させた。 

威
い

海
かい

衛
えい

の陸 上
りくじょう

砲台
ほうだい

の占 領
せんりょう

 

  30 日、第六師団は海上の我が艦隊と協力して、威
い

梅
かい

衛
えい

東口の百 尺
ひゃくせき

崖
がい

の諸砲台
しょほうだい

に攻撃を加え、第一に

先づ摩
ま

天
てん

嶺
れい

砲台を占領したが、この時、惜
お

しいかな、我が第十一旅団長 大
おお

寺
でら

安
やす

純
ずみ

少将は榴 弾
りゅうだん

に中
あた

って戦

死した。 次いで、楊
よう

峰
ほう

嶺
れい

、謝
しゃ

家
か

所
しょ

などの陸上砲台、 趙
ちょう

北
ほく

嘴
し

、鹿
ろく

角
かく

嘴
し

、 龍
りゅう

廟
びょう

嘴
し

などの海岸砲台を攻め

て、激戦
げきせん

半日、ことごとくこれも占領した。  

第二師団は背後
はいご

を迂回
うかい

して威海衛の本部の西南に迫
せま

って行ったが、逸
いち

早
はや

く 百
ひゃく

尺
せき

崖
がい

方面の諸砲台を

陥
おとしい

れた第六師団が、やがてこれと相
あい

呼応
こおう

して海岸近くを東南から進んで行くと、敵の守備兵
しゅびへい

は 忽
たちま

ち我

が軍の威
い

風
ふう

に恐
おそ

れて潰
かい

走
そう

した。  

  こうして 2 月 2 日には威海衛の陸上方面は 悉
ことごと

く我が手に帰したが、日島、劉公島
にっとう りゅうこうとう

の諸砲台はなお

頑 強
がんきょう

に抵抗
ていこう

して、劉公島の島
しま

蔭
かげ

に隠
かく

れていた敵の艦隊もまたこれと力を協
あわ

せて、さかんに我が占領した

砲台
ほうだい

を砲撃
ほうげき

した。 

降
こう

服
ふく

を勧
すす

める 

  これより先き、伊東
いとう

連合艦隊司令長官は、敵の提
てい

督
とく

 丁
てい

汝
じょ

昌
しょう

とは予
か

ねて親
しん

交
こう

の 間
あいだ

柄
がら

で、よくその人物
じんぶつ

をも知っていたので、今や彼が敗残
はいざん

の艦隊をもって威
い

海
かい

衛
えい

を死守
ししゅ

し、いたづらに死を急
いそ

いでいるらしいの

を惜
お

しんで、1月 20 日、丁
てい

寧
ねい

、懇
こん

切
せつ

を極
きわ

めた降
こう

伏
ふく

書
しょ

を作
つく

り、その 24 日にこれを丁汝昌に送って降伏を勧
すす

めたのでした。 しかし、丁汝昌は一
いっ

死
し

を以
も

って国
くに

に報
むく

いようと固
かた

く決
けっ

心
しん

をしていたので、これに返事を

しなかった。 

連合
れんごう

艦隊
かんたい

の威
い

梅
かい

衛
えい

攻撃
こうげき

 

  そこで、連合艦隊は山東
さんとう

作戦軍と協力して威海衛を攻撃したのですが、今や陸上の諸砲台が完全に我

が手に落ちてしまうと、2月 3日の夜から連
れん

夜
や

ひそかに水
すい

雷
らい

艇
てい

を遣
つか

わして、先づ敵の敷
ふ

設
せつ

した防
ぼう

材
ざい

の一
いち

部
ぶ

を破
は

壊
かい

し、ついで港
こう

内
ない

深
ふか

く潜
ひそ

んでいる敵艦を襲 撃
しゅうげき

して、定
てい

遠
えん

、来
らい

遠
えん

、威
い

遠
えん

などの諸艦を次
つぎ

々
つぎ

に爆
ばく

破
は

し、

撃
げき

沈
ちん

した。 7 日の早朝には全艦隊を挙げて敵軍を攻撃し、日島の砲台を沈黙
ちんもく

させた上に、港の西口から脱
だっ

出
しゅつ

を 企
くわだ

てた敵の水雷
すいらい

艇
てい

を追撃
ついげき

して、その 10 余隻の大部分を撃沈
げきちん

したり捕獲
ほかく

したりした。 

丁
てい

汝
じょ

昌
しょう

の降服
こうふく

 

  9 日にはまた、我が占領した陸上の砲台から放った砲弾が見事に敵艦靖
せい

遠
えん

に命
めい

中
ちゅう

してこれを沈没
ちんぼつ

させ、

更
さら

には 11 日には、敵が最後の恃
たの

みとしていた 劉
りゅう

公
こう

島
とう

 東端の砲台を破壊
はかい

したので、さすがの丁
てい

汝
じょ

昌
しょう

も今
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はこれまでと観念
かんねん

して、12 日の朝、ついに書
しょ

を伊東
いとう

司令長官に送って降 服
こうふく

を乞
こ

い、ただ将士
しょうし

其
そ

の他
た

の生命
せいめい

を助
たす

けられんことをと望
のぞ

んで、自分は毒
どく

を仰
あお

いで自殺した。  

伊東司令長官は深くその死を憐
あわ

れみ、こと如
ごと

く彼
かれ

の請
こ

いを許
ゆる

して、敵の陸海軍人を放
はな

つ事とし、17 日

に、諸艦を率いて威海衛に入り、諸砲台および鎮
しん

遠
えん

、済
さい

遠
えん

、平
へい

遠
えん

、広
こう

丙
へい

、鎮
ちん

東
とう

、鎮
ちん

南
なん

など、すべて 10 隻、

約 16,000屯
トン

の軍艦
ぐんかん

を我
われ

に収
おさ

めた。 清国の北洋水師はここに 全
まった

く滅
ほろ

んで、北洋の制海権
せいかいけん

はいよいよ完全

に我が手に帰した。 

第一
だいいち

 第二
だいに

 両 軍
りょうぐん

の行動
こうどう

 

  一方、遼 東
りょうとう

半島
はんとう

の海
かい

城
じょう

方面
ほうめん

には、伊東
いとう

司令長官が威
い

海
かい

衛
えい

に入った日の前日、即ち 2 月 16 日にも、

またもや敵の 逆 襲
ぎゃくしゅう

があったが、我が軍は 忽
たちま

ちこれを撃
げき

退
たい

したのみならず、ついで第二軍の第一師団は、

泰
たい

平
へい

山
ざん

に敵を破って、大
だい

石
せき

橋
きょう

に進み、第一軍の第五師団は、3月 2日に鞍
あん

山
ざん

站
てん

を占
せん

領
りょう

した。  

そして翌々 4 日に第五師団と第三師団との主力は、10,000 余の敵兵が防
ぼう

守
しゅ

している 牛
にゅう

荘
ちゃん

城
じょう

を攻
せ

め

て、午後 11 時にこれを占領し、その翌々 6 日には第二軍に属する第一師団の第一、第二旅団が共に榮
えい

口
こう

を

攻めてこれを 陥
おとしい

れた。 敵の敗兵は、結
けっ

氷
ぴょう

している 遼
りょう

河
が

を渡
わた

って、 悉
ことごと

く田
でん

庄
しょう

台
だい

に逃
に

げ込
こ

んだ。  

田
でん

庄
しょう

台
だい

の 戦
たたかい

 

  田庄台は遼河の右岸に 位
くらい

し、西のほう錦
きん

州
しゅう

を経
へ

て山
さん

海
かい

関
かん

に通
つう

じている要
よう

地
ち

であって、九 連
きゅうれん

城
じょう

以来
いらい

、

しきりに敗退をつづけて来た敵の総大将 宋慶
そうけい

が、10,000 余の兵をもって拠守
きょしゅ

していた。 野津
の づ

第一軍司

令官は、第二軍が榮
えい

口
こう

を占領した後、すなわちこれと 協 力
きょうりょく

して敵に当たる方 略
ほうりゃく

を定
さだ

め、3月 9日、山地
やまぢ

中将の第一師団を左翼隊
さよくたい

として田 庄
でんしょう

台
だい

の西南に向わせ、桂
かつら

中将の第三師団を中 央 隊
ちゅうおうたい

として敵の正面に、

奥
おく

中将の第五師団を右翼隊
うよくたい

として敵の東北に向わせた。  

折から、風雪
ふうせつ

の烈
はげ

しい日でしたが、我が軍は猛
もう

烈
れつ

な砲
ほう

火
か

を浴
あ

びせながら三方から並
なら

び進
すす

んで、午前

10 時頃、将にこれを包囲
ほうい

しようとすると、敵
てき

兵
へい

は 忽
たちま

ち例
れい

によって潰
かい

走
そう

した。 我が軍は一斉
いっせい

に進んで、

これを焼き払って敵の本拠
ほんきょ

を 覆
くつが

えした。 この日の戦いに、敵の死者は 2,000 を越え、傷者は無数であ

ったが、我が軍の死者は僅
わづ

かに 16 名、傷者も 100 名に達しなかった。 鹵獲品
ろかくひん

も 頗
すこぶ

る多かった。  

第二期
だ い に き

の作戦
さくせん

 

  すでに北
ほく

洋
よう

水
すい

師
し

が全滅
ぜんめつ

して、今また 遼
りょう

河
が

以東の敵が一兵もいなくなると、我が軍の第一期の作戦
さくせん

は

ここに首尾
しゅび

よく終わったので、大本営では更に第二期の作戦に移ることとなり、3 月 17 日、参謀総長 小
こ

松
まつの

宮
みや

彰
あき

仁
ひと

親
しん

王
のう

を新
あら

たに征
せい

清
しん

大
だい

総
そう

督
とく

に任
にん

じて、近衛
このえ

、第四の両師団を率いて金 州
きんしゅう

半島に向わせる事にした。 

但し、宮の一行
いっこう

がいよいよ出発したのは、4月 13 日で、この時にはすでに清国の講和
こうわ

大使
たいし

 李鴻章
りこうしょう

が来 朝
らいちょう

していた。  
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澎
ほう

湖
こ

島
とう

の占 領
せんりょう

 

  又、一方、連合艦隊の主力は、さきに威海衛を占領した後、大本営の命によって直
ただ

ち
ち

に澎
ほう

湖
こ

島
とう

の占領

に向うこととなり、3月 15 日、陸軍歩兵大佐 比
ひ

志
し

島
じま

義
よし

輝
てる

の率
ひき

いる混
こん

成
せい

支
し

隊
たい

を援
えん

護
ご

して長崎の佐世保
さ せ ぼ

軍港

を出て、同 20 日に澎湖島に至り、23 日に陸軍および海軍の陸
りく

戦隊
せんたい

を裏
り

正角
せいかく

に上陸させた。 翌 24 日には

海
かい

陸
りく

相
あい

応
おう

じて敵の本拠である馬
ま

公
こう

城
じょう

および同砲台を 陥
おとしい

れ 26 日には澎湖島全部を占領した。 それで、

比志島大佐は澎湖守備
しゅび

隊 長
たいちょう

としてそこを守
まも

ることになった。 

清国
しんこく

、和
わ

を請
こ

う 

  こうして開戦以来、清国軍は陸に海に連戦敗、今はもう手も足も出なかったので、清国皇帝
こうてい

はついに

直 隷
ちょくれい

総督
そうとく

 李鴻章
りこうしょう

を講和
こうわ

全権
ぜんけん

大使
たいし

に任
にん

じて我が国に講和を求めた。 

  これより先き、旅
りょ

順
じゅん

口
こう

が陥落
かんらく

した時、清国は天津
てんしん

の海関
かいかん

税務司
ぜ い む し

ドイツ人デットリングなる者を我が

国に遣
つか

わして、講和を求めた事があったが、デットリングは要
よう

するに清国政府の一個の雇 人
やといにん

であるに止
とど

ま

り、且つ全権
ぜんけん

を委任
いにん

されてもいなかったので、我が政府は清国政府が国
こく

際
さい

上
じょう

の儀
ぎ

礼
れい

を軽
かる

んじているのを

憤
いきどお

って、これと 商
しょう

議
ぎ

するのを拒
きょ

絶
ぜつ

した。 デットリングは空
むな

しく天津に帰った。  

すると 28 年 1 月、清国は更に 張
ちょう

蔭
いん

桓
かん

、 邵
しょう

友溓
ゆうれん

の二人を全権委員として我が国に派遣
はけん

したが、これ

もまた講和の全権を委任
いにん

されていなかったので、我れは内閣総理大臣 伊藤
いとう

博文
ひろぶみ

、外務大臣 陸奥宗光
むつむねみつ

を全

権弁理
べんり

大臣に任
にん

じて、談
だん

判
ぱん

を開
かい

始
し

しようとしたのを 忽
たちま

ちに中止して、直ちに彼等両 人
りょうにん

を帰国
きこく

させた。  

そこで、ついに第三回の講和使として、当時清国第一の政治家
せ い じ か

として聞
き

こえていた李鴻章
りこうしょう

が任
にん

じられ

たのです。  

講和
こうわ

使節
しせつ

 李鴻章
りこうしょう

の遭難
そうなん

、休 戦
きゅうせん

条 約
じょうやく

 

  彼は 3 月 14 日に天津を発して、19 日に談判
だんぱん

地と定められた下 関
しものせき

に着き、翌 20 日から我が全権弁理

大臣 伊藤
いとう

博文
ひろぶみ

、同 陸奥宗光
むつむねみつ

と其の地の 春
しゅん

帆
ぱん

楼 上
ろうじょう

に講和
こうわ

会議
かいぎ

を開いた。  

ところが、3 月 24 日、第三回目の会見を終えて、李鴻章がその旅
りょ

宿
しゅく

である引接寺
いんじょうじ

に帰ろうとした途

中、突然、一凶 漢
きょうかん

がかれを狙撃
そげき

して傷つけたので、わが上下
しょうか

は愕然
がくぜん

として驚いた。 天皇は深く宸襟
しんきん

を

なやまされ、特に勅使
ちょくし

および軍医
ぐんい

総監
そうかん

を派遣
はけん

して慰問
いもん

させられたが、更に、先
さ

きに李鴻章が望んで許
ゆる

され

なかった休 戦
きゅうせん

を、無条件
むじょうけん

で許す事にした。 3 月 30 日、彼我
ひ が

の全権は六か条の休 戦
きゅうせん

条約を結んで 21 日

間の休戦を約した。 

  凶 漢
きょうかん

は小山
こやま

豊
とよ

太郎
たろう

といって、もと自由党の壮士
そうし

でしたが、この際の講和は尚
なお

早
はや

いと考えたところか

ら、李鴻章を殺して、談判を不調
ふちょう

に終わらせようとしたということです。 よく一
いっ

知
ち

半
はん

解
かい

の徒
と

が浅
せん

薄
ぱく

な独
どく

断
だん

から無
む

謀
ぼう

な事を仕
し

出
で

かして、大事をあやまったりするが、彼は正
まさ

しくその一人でした。  

勅命を受けて、軍医総監 石
いし

黒
ぐろ

忠
ちゅう

悳
とく

、同 佐藤
さとう

進
すすむ

の両人が広島から下関に急行した時、伊藤、陸奥の

両全権は 悄
しょう

然
ぜん

として打
う

ち沈
しづ

んでいたが、口
くち

を揃
そろ

えて、「とんだ事が出来て、実に困っている。 一個師団

や二個師団の兵が戦いに敗れたのとは訳
わけ

が違
ちが

う。 戦敗
せんぱい

は取
と

り返
かえ

しはつくが、この事は取り返しがつかな
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い。 何分とも治療
ちりょう

の事をよろしく頼
たの

む」と言ったということです。 

  いかに我が全権が心を悩
なや

ましたかが察
さっ

せられるし、又、その後の談判の気合
きあい

にまで、この遭難
そうなん

に対す

る我れの遠慮
えんりょ

が影 響
えいきょう

したであろうことも想像される。 

講和
こうわ

条 約
じょうやく

の成立
せいりつ

 

  しかし、 幸
さいわ

いに、外科
げ か

の大家
たいか

であった佐藤総監の治療
ちりょう

で、李鴻章の創
きず

は案
あん

外
がい

に早く平
へい

癒
ゆ

に向ったの

で、4 月 1 日、新たに任命された清国の全権 李
り

経方
けいほう

（李鴻章の子）との間に講和会議は再び開かれたが、

同 10 日からは李鴻章も出席して、しきりに講和条件の軽減
けいげん

を求めたりして、ついに 4 月 17 日に至り、彼我
ひ が

全権の間に日清
にっしん

講和条約が成立した。 世
よ

に言う 下
しもの

関
せき

条
じょう

約
やく

がこれです。 

下 関
しものせき

条 約
じょうやく

の内容
ないよう

 

  この条約は 11 か条から成っていたが、その主要
しゅよう

な条 件
じょうけん

は、 

 （1） 清国は朝鮮国が完全
かんぜん

無欠
むけつ

な独立国であることを確認し、 

 （2） 遼 東
りょうとう

半島、即ち鴨
おう

緑
りょく

江
こう

口から 遡
さかのぼ

って安平河口に至り、同河口から鳳凰城、海城、榮港 

     に亘
わた

り、遼河口に至る折線
せっせん

以南の地およびこれに付属する諸島嶼
とうしょ

と、台湾全島およびこれに 

付属
ふぞく

する諸島嶼と、澎湖
ほうこ

列島とを日本に割 譲
かつじょう

し、 

 （3） 軍費
ぐんぴ

賠 償
ばいしょう

金
きん

として庫
こ

平
へい

銀
ぎん

二億 両
りょう

（当時の我が約 3 億円）を日本に支払い、 

 （4） 新たに貿易港として、沙
しゃ

市
し

、重 慶
じゅうけい

、蘇州
そしゅう

、杭 州
こうしゅう

 の 4 港市を開き、且つ日本国汽船の揚子
ようす

江
こう

 

航路
こうろ

を 拡 張
かくちょう

すること 

などでした。 

  天皇は、4月 20 日をもってこれを批准
ひじゅん

され、翌 21 日、講和に関
かん

する 詔
しょう

勅
ちょく

を下された。 

  こうして、開戦の原因となった朝鮮国の独立は茲
ここ

に完全に確保
かくほ

されて、わが維新以来の宿 題
しゅくだい

はめでた

く解決
かいけつ

されたのみならず、新たに遼東半島、台湾、および澎湖列島を領 有
りょうゆう

する事となって、大陸にも、

又、南方にも、我が国民が発展していく足がかりができたので、この条約文が一般に報じられた時は、国

民は皆絶大
ぜつだい

の歓喜
かんき

をもって平和の回復
かいふく

を 祝
しゅく

したのです。 

三国
さんごく

の干 渉
かんしょう

 

  ところが、講和の 詔 勅
しょうちょく

を拝
はい

して 2 日の後、即ち 4 月 23 日、突然
とつぜん

、我が国に取って容易
ようい

ならない一

大事件が起こった。 ロシア、フランス、ドイツの三国が、わが政府に対して、日本が遼 東
りょうとう

半島を領 有
りょうゆう

するのは東洋永遠
えいえん

の平和に害
がい

があるので、よろしくこれを放棄
ほうき

して清国に還附
かんぷ

されたい、と勧告
かんこく

して来た

ことです。 名高い三国
さんごく

干 渉
かんしょう

がこれです。 しかし、その顛末
てんまつ

については、私は次に１話を設けて、別

にこれを話そうと思います。 

大
だい

本
ほん

営
えい

のご座
ざ

所
しょ

における明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

 

  さて、天皇は講和条約を批准の後、大本営を京都に移して、4 月 27 日に広島を発輦
はつれん

された。 顧
かえり

み
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れば、前年の 9 月 15 日に着 輦
ちゃくれん

以来、約 8 ヶ月の間、狭いご座所
ざじょ

の一間
ひとま

を寝室
しんしつ

にも拝謁所
はいえつじょ

にも充
あ

てられ、

不
ふ

自
じ

由
ゆう

を忍
しの

ばれながら、日
にち

夜
や

万
ばん

機
き

を 行
おこな

われたのです。 かたじけなくも出 征
しゅっせい

軍人
ぐんじん

の辛苦
しんく

を深く察
さっ

しに

なり、宮内官
くないかん

が、せめて時々の休 息
きゅうそく

の為にもとお勧
すす

めした安
あん

楽
らく

椅
い

子
す

をも、「出征者には安楽椅子はあるま

い」と言われ、退
しりぞ

けられ、又、折からの厳寒
げんかん

に、ストーブを備
そな

えられるようにと 伺
うかが

うと、「戦地
せんち

に在
あ

る者
もの

の身
み

を思
おも

ってみよ」と言われ、これも 退
しりぞ

けになり、僅
わづ

かに小さな丸
まる

い手
て

あぶりだけで過ごされたと 承
うけたまわ

る。  

我
わ

が軍
ぐん

の凱旋
がいせん

 

  又、征
せい

清
しん

大総督宮は、この時、旅順に在 陣 中
ざいじんちゅう

でしたが、講和条約の批准
ひじゅん

交換
こうかん

が、5月 8日に清国の芝
チー

罘
フー

で、わが全権 伊
い

東
とう

巳
み

代
よ

治
じ

と清国の全権 伍
ご

廷
てい

芳
ほう

との間に無事
ぶ じ

に行われて、いよいよ日清両国の平和が茲
ここ

に全く旧 態
きゅうたい

に復
ふく

したので、すなわちその 18 日に旅順を発して凱旋
がいせん

の途
と

につかれ、 同月 22 日に京都に

帰 着
きちゃく

された。 ついで陸軍も、台湾の征討
せいとう

に向った近衛
このえ

師団
しだん

と、 暫
しばら

く占
せん

領
りょう

地
ち

の守
しゅ

備
び

に当たることとな

った第二、第四の両師団の外
ほか

は、つぎつぎに凱旋した。 海軍も凱旋した。 

  天皇は 5月 29 日に京都を発
た

たれ、翌 30 日に東京に還幸
かんこう

された。 市民は万歳
ばんざい

を連呼
れんこ

して天皇の凱旋
がいせん

を 祝
しゅく

した。 

 (  第 10 話 日清戦争 終わり。 次は前頁に戻り、第 11 話 三国干渉と遼東還付 へ ) 


